


























た (1)。当プログラムはその後 CAI をも取り入れ，順調に発展充実を遂げて









































それでは具体的に，当プログラムで開発した KanjiMaster (1989) と Easy
Kana (1990) の内容および，作成時に考慮した点、について述べてみたい。
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2. KanjiM郎総1" (1989) の構成と機能
KanjiMaster は Apple Macintosh コンピュータの RAMl メガ以上の機種


























(3) 意味ドリル (English Meaning Drill) 




























































ために開発したのが Easy Kana (1990) というソフトである。











実は 5 種類のデザインをして， 1989年度の学生が多数決をした結果これに決
定したといういきさつがある。































以上述べた KanjiMaster と Easy Kana のどちらのソフトも，現在ジョー
ジア大学日本語プログラムのコンピュータ室で，常時 7 台から 9 台のコンピ
ュータを使って学生が利用できるようになっている。特に 1 ， 2 年自の学生
には週 2 回各30分自分の時間を予約してコンピュータ室へ練習に来ることを
課している。月水金の筆記小テストと火水の会話小テスト，毎日出される宿
題，週 2 自各30分 LL でのテープ。を使った練習に加えてのコンピュータ室で
の練習なので，学部生のコースとしては過密な部類に入るであろう{叫。
4. 現状の問題点
この CAI に闘して，実際にいつもコンピュータを使っている 1 ， 2 年生の
学生計66名の中から無作為に30名を選んで，この春ア γヶートしたところ，
次のような結果がでナこ。
「コンピュータで練習するのが好きですかoJ という間L 、に対して， 1 年自
の学生の90% と 2 年目の学生の60%が 5 段階評価で最高点を与えている。ま
た「コンピュータで線留するのは役に立ちますか。」という問いには l 年自の







































(2) 1991年に日本語部専攻課程， 1992 年 5 月に日本語専攻課程2が正式に認められた。
(3) 本稿は， 1990年11月の昭和女子大学における臼本語教育学会大会での発表， 主主び
に1991年 6 月トロントで行われたカナダ日本語教育振興会例会での発表と一部重
複する点があることをお民rr りしておきたい。
(4) この CAI KanjiMaster の発案及び斬新なデザインは共著者で，現ジョージア大学
アジア言語プ戸グラム・コーディネーターの Dezsö Benedek 教授による。
(5) 技術中心主義(technocentrism) への警告は，例えば S. Papert (1987) に指摘さ
れている。また Pederson (1987) に示唆された， CAI研究の方向はZ重要であろう。
(6) R.W. Last (1989) や P. Dunkel (1991) などに詳しい。
(7) 幸いにして KanjiMaster (1989) は EDUCOM 90, NCRIPTAL(エヌクリプタノレ，
National Center for Research to Improve Postsecondary Teaching and Learning 
の略〉のコンテストで Distinguished Foreign Language Software 賞を受賞した。
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(8) 4 種とは「文化初級日本語Ji日本語初歩j “AnIntroduction to Modern Japanese" 
“ Japanese: The Spoken Language" のことである。ジョージプ大学で初級舟に使
っているのは“First Step in Japanese,"“Second Step in Japan芭se，"“ThirdStep 
in Japanese" という自作の教科書である。






は二年後に30， 89年度生は三年目には7 名になった。 このほかに， 2 年生 2 名と




間 とのことは Kenning & Kenning (1983) に指摘されている。
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付録
参考まで‘に，以下に二つのソフトから，いくつか商閣を紹介する。
まず， KanjiMaster (1989) から， 図 1 ì築字:再確認 (Browse Mode) , 間 2 ~定みが
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図 1 ;薬学再確認 (Browse Mode) 
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図 4， 5, 6 は Easy Kana (1990) からの画面である。図 4 目次 (Menus) のうち，
ひらがなの場合，図 5 フラッシュドリノレ(瞬間認知練習) (Flash Drills) のうち表で
行う場合，そして最後に商 6 単語練習 (Word Drill) の例である。
もぜロr..事høels Ulstpry Us1ng EosyKono 
思 4 目次 (Menus)
図 5 フラッシュドリ)[...(瞬間認知練習)(Flash Drills) 
っ“? ?噌'A
図 6 単語綴習 (Word Drill) 
(ジョージア大学大学院)
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